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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 ５ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 5 年 8 月 1 7 日 ( 2 0 2 3 . 8 . 1 7 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 2 - 4 9 5 4 1 ( P 2 0 2 2 - 4 9 5 4 1 A )
【 公 開 日 】 令 和 4 年 3 月 2 9 日 ( 2 0 2 2 . 3 . 2 9 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 2 - 0 5 5
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 0 - 1 5 5 7 8 4 ( P 2 0 2 0 - 1 5 5 7 8 4 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｄ ２ １ Ｆ 1 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｂ ２ ９ Ｂ 1 1 / 1 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｄ ０ ４ Ｈ 1 / 4 2 4 2 ( 2 0 1 2 . 0 1 )
   Ｄ ２ １ Ｈ 1 3 / 5 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｂ ２ ９ Ｋ 1 0 5 / 1 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｄ ２ １ Ｆ 1 / 0 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｂ ２ ９ Ｂ 1 1 / 1 6 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｄ ０ ４ Ｈ 1 / 4 2 4 2 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｄ ２ １ Ｈ 1 3 / 5 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｂ ２ ９ Ｋ 1 0 5 : 1 2 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 8 月 8 日 ( 2 0 2 3 . 8 . 8 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
（ i ） 抄 紙 網 の 表 面 で あ っ て 長 手 方 向 を 有 す る 底 面 と 、 各 々 が 前 記 底 面 の 前 記 長 手 方 向 に  
沿 っ て 伸 び る ２ つ の 側 壁 と を 備 え 、 か つ 、 開 水 路 で あ る 脱 水 路 を 準 備 す る こ と 、 （ i i ） 前  
記 抄 紙 網 を 前 記 脱 水 路 の 上 流 端 か ら 下 流 端 に 向 か う 方 向 に 走 行 さ せ な が ら 、 前 記 脱 水 路 の  
前 記 上 流 端 側 か ら 前 記 脱 水 路 内 に 炭 素 繊 維 懸 濁 液 を 導 入 す る こ と 、 お よ び 、 （ i i i ） 前 記  
炭 素 繊 維 懸 濁 液 が 前 記 脱 水 路 内 を 前 記 上 流 端 側 か ら 前 記 下 流 端 側 に 向 か っ て 流 れ る 間 に 脱  
水 さ れ る こ と で 得 ら れ る 炭 素 繊 維 ウ ェ ブ を 乾 燥 さ せ る こ と 、 を 含 み 、
透 水 性 を 有 さ な い 底 面 と そ の 底 面 を 挟 ん で 設 け ら れ た ２ つ の 側 壁 と を 備 え た 開 水 路 で あ る  
、 導 入 路 が 前 記 脱 水 路 の 前 記 上 流 端 に 結 合 さ れ 、
前 記 導 入 路 を 通 し て 前 記 脱 水 路 に 前 記 炭 素 繊 維 懸 濁 液 が 供 給 さ れ 、
前 記 導 入 路 内 に お い て 前 記 炭 素 繊 維 懸 濁 液 中 の 炭 素 繊 維 が 流 れ 方 向 に 配 向 す る 、 炭 素 繊 維  
シ ー ト 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
（ i ） 抄 紙 網 の 表 面 で あ っ て 長 手 方 向 を 有 す る 底 面 と 、 各 々 が 前 記 底 面 の 前 記 長 手 方 向 に  
沿 っ て 伸 び る ２ つ の 側 壁 と を 備 え 、 か つ 、 開 水 路 で あ る 脱 水 路 を 準 備 す る こ と 、 （ i i ） 前  
記 抄 紙 網 を 前 記 脱 水 路 の 上 流 端 か ら 下 流 端 に 向 か う 方 向 に 走 行 さ せ な が ら 、 前 記 脱 水 路 の  
前 記 上 流 端 側 か ら 前 記 脱 水 路 内 に 炭 素 繊 維 懸 濁 液 を 導 入 す る こ と 、 お よ び 、 （ i i i ） 前 記  
炭 素 繊 維 懸 濁 液 が 前 記 脱 水 路 内 を 前 記 上 流 端 側 か ら 前 記 下 流 端 側 に 向 か っ て 流 れ る 間 に 脱  
水 さ れ る こ と で 得 ら れ る 炭 素 繊 維 ウ ェ ブ を 乾 燥 さ せ る こ と 、 を 含 み 、
透 水 性 を 有 さ な い 底 面 と そ の 底 面 を 挟 ん で 設 け ら れ た ２ つ の 側 壁 と を 備 え た 開 水 路 で あ る  
、 導 入 路 が 前 記 脱 水 路 の 前 記 上 流 端 に 結 合 さ れ 、
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前 記 導 入 路 を 通 し て 前 記 脱 水 路 に 前 記 炭 素 繊 維 懸 濁 液 が 供 給 さ れ 、
前 記 導 入 路 が 、 前 記 脱 水 路 と の 継 目 を 下 流 端 と す る 層 流 区 間 を 有 し 、
前 記 炭 素 繊 維 懸 濁 液 中 の 炭 素 繊 維 を 流 れ 方 向 に 配 向 さ せ る の に 十 分 な 長 さ を 前 記 層 流 区 間  
が 有 す る 、 炭 素 繊 維 シ ー ト 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 脱 水 路 と 前 記 導 入 路 の 継 目 に お い て 、 前 記 導 入 路 の 底 面 の 幅 （ Ｗ ２ ） が 前 記 脱 水 路 の  
底 面 の 幅 （ Ｗ １ ） の ０ ． ８ 倍 以 上 で あ り 、 好 ま し く は ０ ． ９ 倍 以 上 で あ る 、 請 求 項 １ ま た  
は ２ に 記 載 の 炭 素 繊 維 シ ー ト 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 脱 水 路 と 前 記 導 入 路 の 継 目 に お い て 、 前 記 導 入 路 の 液 深 が 前 記 脱 水 路 の 液 深 の ０ ． ８  
倍 以 上 で あ り 、 好 ま し く は ０ ． ９ 倍 以 上 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 炭 素 繊  
維 シ ー ト 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 導 入 路 の 内 面 の 表 面 粗 さ Ｒ ｚ が ５ μ ｍ 以 下 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の  
炭 素 繊 維 シ ー ト 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 導 入 路 の 底 面 の 幅 が 、 前 記 導 入 路 に お け る 前 記 炭 素 繊 維 懸 濁 液 の 液 深 よ り も 大 き い 、  
請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 炭 素 繊 維 シ ー ト 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 導 入 路 の 少 な く と も 一 部 に 前 記 導 入 路 を サ ブ 路 に 分 割 す る た め の 仕 切 り が 設 け ら れ る  
、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 炭 素 繊 維 シ ー ト 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 導 入 路 を 上 面 視 し た と き 前 記 仕 切 り の 下 流 端 が 流 線 形 で あ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 炭 素  
繊 維 シ ー ト 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 導 入 路 に 設 け ら れ た 幅 員 減 少 部 を 有 す る 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 炭 素 繊 維  
シ ー ト 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 導 入 路 を 上 面 視 し た と き の 、 前 記 脱 水 路 の 長 手 方 向 に 対 す る 前 記 導 入 路 の 底 面 の 側 縁  
の 傾 斜 の 最 大 値 が 、 前 記 幅 員 減 少 部 に お い て １ ０ ～ ８ ０ ° で あ り 、 好 ま し く は １ ０ ～ ４ ０  
° で あ り 、 よ り 好 ま し く は １ ０ ～ ３ ０ ° で あ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 炭 素 繊 維 シ ー ト 製 造 方  
法 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 導 入 路 を 上 面 視 し た と き 、 前 記 幅 員 減 少 部 の 上 流 端 に お い て 前 記 導 入 路 の 底 面 の 側 縁  
が １ ｍ ｍ 以 上 の 曲 率 半 径 で 湾 曲 し て い る 、 請 求 項 ９ ま た は １ ０ に 記 載 の 炭 素 繊 維 シ ー ト 製  
造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 導 入 路 を 上 面 視 し た と き 、 前 記 幅 員 減 少 部 の 下 流 端 に お い て 前 記 導 入 路 の 底 面 の 側 縁  
が １ ｍ ｍ 以 上 の 曲 率 半 径 で 湾 曲 し て い る 、 請 求 項 ９ ～ １ １ の い ず れ か に 記 載 の 炭 素 繊 維 シ  
ー ト 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 導 入 路 の 下 流 端 に お け る 液 深 が 上 流 端 に お け る 液 深 の ０ ． ８ ～ １ 倍 、 好 ま し く は ０ ．  
９ ～ １ 倍 、 よ り 好 ま し く は ０ ． ９ ５ ～ １ 倍 で あ る 、 請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か に 記 載 の 炭  
素 繊 維 シ ー ト 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 導 入 路 が 、 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 か っ て 前 記 炭 素 繊 維 懸 濁 液 の 流 速 が 減 少 す る 部 分 を  
有 さ な い 、 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 炭 素 繊 維 シ ー ト 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 導 入 路 に お い て 、 底 面 と 側 壁 の 境 界 が 曲 面 で あ る 、 請 求 項 １ ～ １ ４ の い ず れ か に 記 載  
の 炭 素 繊 維 シ ー ト 製 造 方 法 。
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【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 脱 水 路 と 前 記 導 入 路 の 継 目 に お い て 、 前 記 脱 水 路 側 の 底 面 の 幅 お よ び 液 深 が 、 そ れ ぞ  
れ 、 前 記 導 入 路 側 の 底 面 の 幅 お よ び 液 深 の ０ ． ９ ～ １ ． １ 倍 で あ り 、 好 ま し く は ０ ． ９ ～  
１ 倍 で あ り 、 よ り 好 ま し く は ０ ． ９ ５ ～ １ 倍 で あ る 、 請 求 項 １ ～ １ ５ の い ず れ か に 記 載 の  
炭 素 繊 維 シ ー ト 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 炭 素 繊 維 懸 濁 液 が 、 水 と 、 粘 剤 と 、 繊 維 長 が ３ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 内 の 炭 素 短 繊 維 と  
か ら な る 、 請 求 項 １ ～ １ ６ の い ず れ か に 記 載 の 炭 素 繊 維 シ ー ト 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
長 手 方 向 を 有 す る 底 面 と 各 々 が 前 記 底 面 の 前 記 長 手 方 向 に 沿 っ て 伸 び る ２ つ の 側 壁 と を 備  
え 、 前 記 底 面 が 抄 紙 網 の 表 面 で あ る 脱 水 路 と 、
透 水 性 を 有 さ な い 底 面 と そ の 底 面 を 挟 ん で 設 け ら れ た ２ つ の 側 壁 と を 備 え 、 上 流 側 か ら 下  
流 側 に 向 か っ て 前 記 底 面 の 幅 員 が 増 加 す る 部 分 を 有 さ ず 、 前 記 脱 水 路 の 上 流 端 に 結 合 さ れ  
た 導 入 路 と
を 有 し 、
前 記 抄 紙 網 を 前 記 脱 水 路 の 上 流 端 か ら 下 流 端 に 向 か う 方 向 に 走 行 さ せ な が ら 、 前 記 導 入 路  
を 用 い て 前 記 脱 水 路 の 前 記 上 流 端 側 か ら 前 記 脱 水 路 内 に 炭 素 繊 維 懸 濁 液 を 導 入 し た と き 、  
前 記 炭 素 繊 維 懸 濁 液 が 前 記 脱 水 路 内 を 前 記 上 流 端 側 か ら 前 記 下 流 端 側 に 向 か っ て 流 れ る 間  
に 脱 水 さ れ る 、 炭 素 繊 維 ウ ェ ブ 製 造 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 脱 水 路 と 前 記 導 入 路 の 継 目 に お い て 、 前 記 導 入 路 の 底 面 の 幅 （ Ｗ ２ ） が 前 記 脱 水 路 の  
底 面 の 幅 （ Ｗ １ ） の ０ ． ８ 倍 以 上 で あ り 、 好 ま し く は ０ ． ９ 倍 以 上 で あ る 、 請 求 項 １ ８ に  
記 載 の 炭 素 繊 維 ウ ェ ブ 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 脱 水 路 と 前 記 導 入 路 の 継 目 に お い て 、 前 記 導 入 路 の 底 面 が 前 記 脱 水 路 の 底 面 と 連 続 し  
て い る か 、 ま た は 、 前 記 脱 水 路 の 底 面 よ り 低 い 位 置 に あ る 、 請 求 項 １ ８ ま た は １ ９ に 記 載  
の 炭 素 繊 維 ウ ェ ブ 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 導 入 路 の 内 面 の 表 面 粗 さ Ｒ ｚ が ５ μ ｍ 以 下 で あ る 、 請 求 項 １ ８ ～ ２ ０ の い ず れ か に 記  
載 の 炭 素 繊 維 ウ ェ ブ 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 導 入 路 の 少 な く と も 一 部 に 前 記 導 入 路 を サ ブ 路 に 分 割 す る た め の 仕 切 り が 設 け ら れ て  
い る 、 請 求 項 １ ８ ～ ２ １ の い ず れ か に 記 載 の 炭 素 繊 維 ウ ェ ブ 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 導 入 路 を 上 面 視 し た と き 前 記 仕 切 り の 下 流 端 が 流 線 形 で あ る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 炭  
素 繊 維 ウ ェ ブ 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 導 入 路 に 設 け ら れ た 幅 員 減 少 部 を 有 す る 、 請 求 項 １ ８ ～ ２ ３ の い ず れ か に 記 載 の 炭 素  
繊 維 ウ ェ ブ 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
前 記 導 入 路 を 上 面 視 し た と き の 、 前 記 脱 水 路 の 長 手 方 向 に 対 す る 前 記 導 入 路 の 底 面 の 側 縁  
の 傾 斜 の 最 大 値 が 、 前 記 幅 員 減 少 部 に お い て １ ０ ～ ８ ０ ° で あ り 、 好 ま し く は １ ０ ～ ４ ０  
° で あ り 、 よ り 好 ま し く は １ ０ ～ ３ ０ ° で あ る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 炭 素 繊 維 ウ ェ ブ 製 造  
装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
前 記 導 入 路 を 上 面 視 し た と き 、 前 記 幅 員 減 少 部 の 上 流 端 に お い て 前 記 導 入 路 の 底 面 の 側 縁  
が １ ｍ ｍ 以 上 の 曲 率 半 径 で 湾 曲 し て い る 、 請 求 項 ２ ４ ま た は ２ ５ に 記 載 の 炭 素 繊 維 ウ ェ ブ  
製 造 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
前 記 導 入 路 を 上 面 視 し た と き 、 前 記 幅 員 減 少 部 の 下 流 端 に お い て 前 記 導 入 路 の 底 面 の 側 縁  
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が １ ｍ ｍ 以 上 の 曲 率 半 径 で 湾 曲 し て い る 、 請 求 項 ２ ４ ～ ２ ６ の い ず れ か に 記 載 の 炭 素 繊 維  
ウ ェ ブ 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
前 記 導 入 路 の 底 面 が ひ と つ の 平 面 で あ る 、 請 求 項 １ ８ ～ ２ ７ の い ず れ か に 記 載 の 炭 素 繊 維  
ウ ェ ブ 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
前 記 導 入 路 に お い て 、 底 面 と 側 壁 の 境 界 が 曲 面 で あ る 、 請 求 項 １ ８ ～ ２ ８ の い ず れ か に 記  
載 の 炭 素 繊 維 ウ ェ ブ 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
前 記 脱 水 路 と 前 記 導 入 路 の 継 目 に お い て 、 前 記 脱 水 路 側 の 底 面 の 幅 が 、 前 記 導 入 路 側 の 底  
面 の 幅 の ０ ． ９ ～ １ ． １ 倍 で あ り 、 好 ま し く は ０ ． ９ ～ １ 倍 で あ り 、 よ り 好 ま し く は ０ ．  
９ ５ ～ １ 倍 で あ る 、 請 求 項 １ ８ ～ ２ ９ の い ず れ か に 記 載 の 炭 素 繊 維 ウ ェ ブ 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ３ １ 】
請 求 項 １ ８ ～ ３ ０ の い ず れ か に 記 載 の 炭 素 繊 維 ウ ェ ブ 製 造 装 置 と 乾 燥 機 と か ら な る 炭 素 繊  
維 シ ー ト 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
請 求 項 ３ １ に 記 載 の 炭 素 繊 維 シ ー ト 製 造 装 置 を 用 い る 、 炭 素 繊 維 シ ー ト 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
請 求 項 １ ～ １ ７ お よ び ３ ２ の い ず れ か に 記 載 の 炭 素 繊 維 シ ー ト 製 造 方 法 で 炭 素 繊 維 シ ー ト  
を 製 造 す る こ と と 、 前 記 炭 素 繊 維 シ ー ト を 熱 硬 化 性 樹 脂 ま た は 熱 可 塑 性 樹 脂 で 含 浸 す る こ  
と と を 含 む 、 プ リ プ レ グ の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ６ 】
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